
 
 

 
 

緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

 

提出日 令和 7年 7月 14日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

第 18回日本緩和医療薬学会年会 

企画名 

市民公開講座 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

①駅への掲示 
事前に海浜幕張駅及び幕張豊砂駅にポスターを掲示 

②千葉県全域の薬局へチラシ配布 
 配布方法：千葉県の広報誌配布時に一緒に梱包（千葉県薬剤師会へ依頼） 
③幕張メッセで掲示 
④当日のポスター配布 ※イオン内やイオン近辺での当日配布は規制があり実施不可 

当日の実施内容について 

日時(期間) 2025年 6月 22日（日）10時～15時 

実 施 場 所 イオンモール幕張新都心 エキマエコート 

参 加 人 数 約 100名 

具体的な実施内容： 

（１）ミニレクチャー：各 15～20分程度 
   11:00～ 緩和ケアご存知ですか？  

講師：板井 進悟 先生（金沢大学附属病院） 
   11:30～ 知ってますか？ACP 
        講師：横山 郁子 先生（神戸薬科大学） 
      12:00～ 知っておきたい、在宅医療でできること 
        講師：渡辺 富美子 先生（日本調剤） 
   12:30～ 痛みの治療って知ってますか？ 
        講師：荒目 俊明 先生（くるみ薬局） 
   13:00～ 痛みの薬について 
        講師：大塩 由華 先生（東京女子医科大学病院） 
   13:30～ かかりつけ薬剤師の役割 
        講師：大髙 弘和 先生（イオンリテール株式会社） 
※会場には各回 5 名程度の動員。会場の仕組み上、3 階まで吹き抜けであり、2 階、3階から各 10名程度聴
講者あり。 

 



 
 

 
 

（２）おくすり相談会ブース 
   担当：イオンリテール株式会社 イオン薬局薬剤師 
   各ブースで薬に関する相談や健康相談などに対して薬剤師が回答。 
   延べ来訪人数：10 名 
（３）もしバナゲームによる対話型イベント 
   4 人一組でファシリテーターを 1名つけて実施。 
   実際に実施できたのは、1組であったが ACP について考えるきっかけになったと考える。 
（４）白衣・スクラブ撮影ブース 
   小学生以下を対象に、白衣・スクラブで記念撮影を実施。 
   おおよそ 20組程度来訪。 
（５）啓発ポスター掲示 
   緩和ケアや痛みについてなど啓発するポスターを作成し、掲示。 
   （ⅰ）日本緩和医療薬学会について 
   （ⅱ）緩和ケアってなに？ 
   （ⅲ）ACP とは 
   （ⅳ）医療用麻薬ってなに？ 

効果について(アンケートの結果など) 

 当日は大きなトラブルもなく、市民との接点を広げる貴重な機会となった。中学生スタッフの積極的な貢
献や、ミニレクチャー・相談会への反応から、緩和ケアに対する理解と関心の広がりが感じられた。参加さ
れた市民の方々からは緩和ケアに関する比較的広範な質問から、ご家族が stageⅣのがん患者であり、抗がん
剤治療を受けているが緩和ケアはいつから受けた方がよいのか等具体的な質問も多く受け、冊子などをお渡
ししながら、説明を行い緩和、それらの反応から、緩和ケアに対する理解と関心の広がりが感じられた。本
会は年会との同時並行で行うことで、市民への啓発活動と共に、学会員の啓発活動への参加を促すきっかけ
にもなり、双方にとって有意義な結果をもたらしたと考える。 

 

その他報告 

追加特記事項はございません。 

公式ホームページ（緩和ケア.net）への掲載について  

■ 掲載してもよい    ・    □掲載しないで欲しい 

※掲載を希望される場合、個人情報の取扱いにご注意ください 



 
 

 
 

●ポスター、チラシなどを作成した場合、添付してください 

●当日の様子(当日配布資料、会場、イベント実施時の写真など)を添付してください 

※個人が特定できるお写真などの情報の掲載はお控えください。 

 

 


